
　地方公共団体が都市部からの移住者
を「地域おこし協力隊」に任命し、隊
員が農業や漁業、イベントの企画・運営、
地場産品の開発・販売、住民の生活支
援といったさまざまな活動をとおして地
域の活性化を図っていく制度です。
　任期は1～ 3 年。移住者の定住や定
着へつなげる取り組みとしても注目され
ており、任期終了後も約 6 割の隊員が
住み続け、地域の新しい力となってい
ます。
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西 多久町を支え、盛り上げる

 3 月に移住され、 4月には西多
久多目的運動場への自動販売機
設置を実現されるなど、スピーディ
に物事をこなす木下さん。最近は
イノシシの駆除をお願いし、西多

久町の農作物が安心して育てられる環境を作っていただ
いています。どんな仕事も快く受けてくださり、人当りが
よく、多久のみなさんともすぐに馴染まれました。来てく
ださって心から感謝しています。

　井手さんは、常にお客さまファースト
の視点で「七夕飾り～星に願いを～」
「風祭」「釈菜バーガー」などの新しい
企画を打ち出されたほか、SNSなどで
多久市の魅力発信をされています。
　関係団体との交渉や打ち合わせ、意
見調整なども確実に遂行。さらに私た
ち協会スタッフの支援も手厚く、さまざま
な場面で頼りになる存在です。
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多 久市の魅力を幅広く発信

問

木下 光次さん

多久市 地域おこし協力隊

3月 8日 着任
〈活動拠点〉幡船の里

きのした  みつ  じ

井手 研一さん

多久市 地域おこし協力隊

4月 1日 着任
〈活動拠点〉多久市観光協会

い  で　けんいち

幡船の里の
みなさんの声

フェイスブックインスタグラム

地
域

と力
を合
わせて盛り上げる！

平成29年 4 月から令和 2 年 3 月まで、地
域おこし協力隊として活動。市内に居住し、
１人でも多くの人に興味を持ってもらえ
るよう、多久市を被写体としたYouTube
「トビラビト」を配信中。
福岡県福岡市出身。

大屋 謙太さん
多久市まちづくり
コミュニティプランナー

おお や  けん た

活動を経て、次の舞台へ

　今春、多久市の地域おこし協力隊に着任
された木下光次さんと井手研一さん。
　これまで約半年間の活動や今後の多久
市を盛り上げるためのアイデアなどを
語っていただきました。
　地域のみなさんとともに多久市の活性化
に取り組む2人の熱い想いをご紹介します。

多久市観光協会のみなさんの声

商工観光課 商工観光係　☎ 75‐2117
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　高校時代に発生した東日本大震災を機に、社会課題とそ
の解決への取り組みに関心を持ち、大学卒業後すぐに多久市
地域おこし協力隊として西多久町を中心に活動を始めました。
　当時は女山大根の PR・ブランド化・商品化、直売所の活
性化事業をとおして農業を応援。そのほか、地域の子どもた
ちと一緒に西多久町の歴史や言い伝わる物語を探して『ぼく
らの西多久見聞録』という1冊の本にまとめています。
　現在は商店街活性化事業や、ドローンで作る “空の道”
での物流の実現など、多久市を盛り上げるため活動中。地域
おこし協力隊時代に築いたつながりがあったからこそ、こうし
て今も市民のみなさんのご理解を得ながらさまざまな取り組
みを行うことができています。

YouTube「トビラビト」は　
こちら

▲

▲地域の人に気さくに
　話しかける木下さん

▲井手さんが企画した
　風祭の様子

おいしいと好評だった

▲

　釈菜バーガー　

特集

まち
おこしのヒーロー！
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